癌研病院　呼吸器外科　レジデント研修目標
〔研修対象者〕　レジデント・シニアレジデント・チーフレジデント　

　　　　　　　　　　　　　
〔GIO〕(General Instructional Objective)　目的（研修目標）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

外科医師として必要な基礎知識や技術を習得するとともに、呼吸器腫瘍外科医としての

専門的知識ならびに技術を研修する。

〔SBO〕(Specific Behavioral Objectives)　　　　　　　　  達成項目数　

（1） 病棟業務の遂行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４項目　　　

（2） 主な呼吸器疾患の理解　　　　　　　　　　　　　　　　３項目　　　

（3） 呼吸器疾患に対する診断の理解と習得　　　　　　　　１２項目　　　

（4） 肺癌に対する治療方法の理解　　　　　　　　　　　　１０項目　　　

（5） 呼吸器系腫瘍に対する標準的な手術手技の理解と実践　１０項目　　　

（6） 術後管理の理解と実践　　　　　　　　　　　　　　　　９項目　　　

（7） 学術活動（症例検討会・学会発表・論文作成）　　　　　５項目　　　

（8） 勤務態度・その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　５項目　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合計    　　 ５８項目　　

　
　
〔方法〕

指導医のもと副主治医として呼吸器患者を受け持ち、担当患者の診断から治療に関して、指導医とともに責任を持つ。

ＳＢＯ

　
（1） 病棟業務の遂行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　患者に対して問診・理学的所見をとり、カルテの記載ができる（知、技）　　
２　病棟での指示ができる（内容と書き方）（技）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

３　患者の検査計画を立案し、その検査結果に基づく術式を決定できる（知、技）
　　　（術前 summary 作成の評価）
４　術前・術後管理の説明ができる（説明時の立ち会い・手順と内容の理解）（知）
(2) 主な呼吸器疾患の理解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　５　肺癌・転移性肺腫瘍について説明ができる（知）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　６　肺の良性腫瘍・縦隔腫瘍について説明ができる（知）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７　炎症性疾患・その他の疾患について説明ができる（知）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）呼吸器疾患に対する診断

   ８　正常胸部X線写真を読影できる（知、技）                            　             

９　胸部Ｘ線写真の異常陰影を読影できる（知、技） 
　　１０　胸部CT検査についての基礎知識が説明できる（知）　                             
１１　正常胸部CTを読影できる（知、技）
１２　胸部CTの異常所見を読影できる（知、技）

１３　胸部ＣＴ検査中・後の副作用出現に対する対応手順の理解と実践ができる（知、技）

１４　気管支鏡検査の前処置を理解し、実践できる（知、技）　　　　　　　　　　　　　　 

１５　気管支鏡検査を行い、各気管支を同定できる（知）
１６　気管支鏡検査を行い、可視範囲内を観察し、撮影できる（技）

１７　気管支鏡検査の診断技術を実践できる（指導医の補助下）（知、技）
１８　気管支鏡検査における偶発症の理解と対応が実践できる（知、技）

１９　胸部X線写真・胸部CT・気管支鏡検査所見などを統合的に診断できる（知、技）
　　　　　


　

（4） 肺癌に対する治療方法の理解

　　　２０　臨床病期における手術適応を説明できる（知）

　　　２１　標準術式を説明できる（知）
　　　２２　縮小・拡大手術の適応を説明できる（知）

　　　２３　手術記録の記載（癌研式）ができる（技）

　　　２４　化学療法の適応を説明できる（知）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　２５　化学療法の標準的なレジメンを説明できる（知）
　　　２６　気管支腔内照射を説明できる（知）
　　　２７　肺内・肺門照射・Ｔ字照射・SRTxを説明できる（知）　　　　　　　　　　
　　　２８　全脳照射・SRTｘを説明できる（知）
　　　２９  レーザー治療を説明できる（知）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


         SRTｘ：stereotactic radiotherapy（定位放射線治療）
（5） 呼吸器系腫瘍に関する標準的な手術手技の理解と実践

　３０　第２助手を実行できる（技）                             　　　　
    

３１　第１助手を実行できる（技）　　　　　　　　　　　　  　　　　　
　　

　３２　開胸・閉胸操作を実施できる（知、技）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　



３３　肺葉切除を実施できる（知、技）　 　　　　　 　　
　　　



　
３４　肺全摘を実施できる（知、技）

３５　標準的リンパ節郭清を実施できる（知、技）　　　　　　　　   　　　　
　　　　　３６　胸腔鏡下手術を実施できる（知、技）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
　３７　区域切除を実施できる（知、技）　　　　
　　　


　３８　周囲臓器の合併切除を実施できる（知、技）

（6） 
３９　気管支形成を実施できる（知、技）　　　　　　　　　　　　　　 
　　　



（7） 術後管理の理解と実践　

４０　肺癌クリニカルパスに準じた術後管理を理解し実践できる（知、技）　


４１　一般的な術後管理を理解し実践できる（知、技）

４２　呼吸・循環を管理できる（知、技）

４３　胸腔ドレーンを管理できる（知、技）

４４　糖尿病・脳血管障害・高齢者・肺気腫・間質性肺炎などの術後管理を説明できる（知） 

４５　合併症患者・高齢患者および呼吸器特有の術後管理を実行できる（技）

　　　
４６　術後合併症を早期発見できる（知、技）

４７  痰喀出困難例の処置（ミニトラック挿入・BFによる吸痰）ができる（技）

（8） ４８  膿胸・その他の合併症に対応できる（知、技）　　　　　　　　　　

　　
（9） 学術活動（症例検討会・学会発表・論文作成）
　　４９　症例検討会における担当症例の提示と質疑応答できる（知、技、態）
　　５０　症例報告（地方会）ができる　（知、技、態）
　　５１　多数症例の検討報告（地方会・総会）ができる（知、技、態）　　　　　　　　

　　５２　症例報告の論文を作成できる（知、技）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　５３　多数症例の検討報告の論文を作成できる（知、技）
　（８）勤務態度・その他
　５４　患者に対する態度・言葉使い（技、態）　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５５　co-workerと協調できる（技、態）　　　　　　　　　　　　　　　　　
５６　体力・気力・決断力・反省心を表出できる（技、態）　　　　　　　　　　　　　
５７　若手レジデントの教育・指導ができる（知、技、態）　　　　　　　　　　　　　　
５８　病棟管理（入院患者全体の把握とベッドコントロール）ができる（知、技、態）　　

